父が 開業 をして いたので、 花房 医学士 は 卒業す る少 

し 前から、 休 課に 父の 許へ 来て いる 間 は、 代診の 

真似事 をして いた。 

おおせん じゅ 

花房の 父の 診療所 は大千 住に あつたが、 小金 井き み 

子と いう 女が 「千 住の 家」 という もの を 書いて、 委し 

くこの 家の 事 を 叙述して いるから、 loco citato とし 

てこ こに は贅 せない。 Monet なん ぞは 同じ 池に 同じ 

水草の 生えて いる 処を 何遍も 書いて いて、 時候が 違 い 、 

天気が 違い、 一 日のう ちで も 朝夕の 日当り の 違う の を、 

人に 味わせ るから、 一枚 見る より は 較べて 見る 方が 

面白い。 それ は 巧妙な 芸術家の 事で ある。 同じ モデル 



も、 翁 は 小さい 煙管で 雲井 を 吹かしながら、 ゆっくり 

盆栽 を 眺めて いた。 

午前に 一 度、 午後に 一 度 は、 極まって 三十 分ば かり 

休む。 その 時 は 待合の 病人の 中 を 通り抜けて、 北向き 

の 小 部屋に 這-^ つて、 煎茶 を 飲む。 中年の 頃、 石 州 流 

の 茶 をして いたのが、 晚 年に 国 を 去って 東京に 出た 頃 

から 碾茶を 止めて、 煎茶 を 飲む ことにした。 盆栽と 煎 

茶と が 翁の 道楽であった。 

この 北向きの 室 は、 家 じゅうで 一番 狭い 間で、 三 畳 

敷で ある。 何の 手 入 もしない に、 年々 宿根が 残って 

いて、 秋 海棠が 敷居と 平らに 育った。 その 直ぐ 向う 



も くげ いけがき まば し 3 ろ 

は 木槿の 生垣で、 垣の 内側に は 疎らに 高い 棕櫚が 立つ 

ていた。 

花房が 大学に いる 頃 も、 官立 病院に 勤める ように 

なつてから も、 休日に 帰って来 ると、 先ず この 三 畳で 

煎茶 を 飲ませられる。 当時 八 犬 伝に 読み耽つ ていた 花 

房 は、 これ をお 父う さんの 「三 茶の 礼」 と 名 づけて い 

た。 

がまで しゅで い きゅうす 

翁が 特に 愛して いた、 蝦蟇 出 という 朱 泥の 急須が あ 

る。 径ニ寸 もあろう かと 思われる、 小さい 急須の 

たいしゃいろ はだえ ぺ ンフ ィグス すいほう 

代赭色の 膚に r^empwgus という 水泡の ような、 大 

いぼ 

小 種々 の 疣が 出来て いる。 多分 焼く 時に 出来 損ねた の 



であろう。 この 蝦蟇 出の 急須に 絹糸の 切 屑の ように 細 

かくよ じれた、 暗緑色の 宇治 茶 を 入れて、 それに 冷ま 

した 湯 を 注いで、 暫く 待って いて、 茶碗に 滴らす。 茶 

碗の 底に は 五 立方 サン チメェ トル 位の 濃い 帯緑 黄色の 

汁が 落ちて いる。 花房 は それ を 舐めさせられ るので あ 

る。 

甘み は 微かで、 苦み の 勝った この 茶 を も、 花房 は 翁 

の 微笑と 共に 味わって、 それ を埋 合せに していた。 

或 日こう 云う 対坐の 時、 花房が 云った。 

「お 父う さん。 わたくし も 大分 理窟 だけ は 覚えました- 

少しお 手伝 をし ましょう か」 



「そうじゃろう。 理窟 はわし より はえら いに 違いない。 

むずかしい 病人が あったら、 見て 貰おう」 

この 話 をして から、 花房 は 病人 をち よいちよ い 見る 

ようになった のであった。 そして 翁の 満足 を 贏ち 得る 

こと も 折々 あった。 

翁の 医学 は Hufeland の 内科 を 主と した もので、 

その 頃もう 古くな つて 用 立たない ことが 多かった。 そ 

こで 翁 は 新しい 翻訳書 を 幾らか 見る ようにし ていた。 

も らん やく 

素と フゥフ ェ ランド は 蘭 訳の 書 を 先輩の 日本 訳の 書に 

引き 較べ て 見た ので あるが、 新しい 蘭 書 を 得る ことが 

たやす しょうがい しの おうぶん 

容易くなかった のと、 多くの 障碍 を 凌いで 横文の 書 



を 読もうと する 程の 気力がなかった のとの 為め に、 昔 

読み 馴れた 書で ない 洋書 を 読む こと を、 翁 は 面倒が つ 

て、 とうとう 翻訳書ば かり 見る ようにな つたので ある- 

と ころが、 その 翻訳書の 数が 多くない のに、 善い 訳 は 

少ない ので、 翁の 新しい 医学の 上の 智識に は 頗る 不 

十分な 処が ある。 

防腐 外科なん ぞは、 翁 は 分って いる 積り でも、 実際 

本当に は 分からなかった。 丁寧に 消毒した 手 を 有 合 

てぬぐい ふ 

の 手拭で 拭く ような 事が、 いつまでも 止まなかった。 

これに 反して、 若い 花房が どうしても 企 て 及ばない 

ク ゥ ド ョィュ 

と 思った の は、 一種の Coup d-oeil であった。 「この 



花房 学士 は 何 かした い 事 若く はする 害の 事が あ つ て、 

しばら 

それ をせ ずに 姑 く 病人 を 見て いると いう 心 持で ある。 

それ だから、 同じ 病人 を 見ても、 平凡な 病 だとつ まら 

なく 思う。 Int§ressant の 病症でなくて は 厭き 足らな 

たまたま いわゆる 

く 思う。 又 偶々 所謂 興味 ある 病症 を 見ても、 それ を 研 

究 して 書いて 置いて、 業績と して 公に しょうと も 思わ 

なかった。 勿論 発見 も 発明 も 出来るなら しょうと は 思 

うが、 それ を 生活の 目的 だと は 思わない。 始終 何か更 

にしたい 事、 する 害の 事が あるよう に 思って いる。 し 

かし そのしたい 事、 する 害の 事 はなんだ か 分からない。 

或 時 は 何物 かが 幻影の 如くに 浮んでも、 捕捉す る こと 



の 出来ない うちに 消えて しまう。 女の 形 をして いる 時 

も ある。 種々 の 栄華の 夢に なって いる 時 も ある。 それ 

へきがん む もんかん 

かと 思う と、 その 頃 碧巌を 見たり 無 門 関 を 見たり して 

ぜんじょう コン タンブラ チイ フ 

いたので、 禅定め いた contemplatif な 観念に なつ 

ている 時 も ある。 とにかく 取 留めの ない ものであった _ 

それが 病人 を 見る 時ば かりで はない。 何 をして いても 

同じ 事で、 これ をして しまって、 片付けて 置いて、 そ 

れ からと いうよう な考 をして いる。 それから どうす る 

の だか 分からない。 

そして 花房 は その 分からない 或 物が 何物 だとい うこ 

と を、 強いて 分からせようと もしなかった。 唯 或 時 は 



いう 意味の 事が 書いて あった。 花房 は それ を 見て、 父 

の 平生 を 考えて 見る と、 自分が 遠い 向う に 或 物 を 望ん 

で、 目前の 事を好い 加減に 済ませて 行く のに 反して、 

父 はつ まらない 日常の 事に も 全幅の 精神 を 傾注して い 

しゅくば 

ると いう ことに 気が 附 いた。 宿場の 医者た るに 安んじ 

ている 父の resignation の 態度が、 有 道 者の 面目に 

おぼろげ 

近いと いう ことが、 朧気ながら 見えて 来た。 そして そ 

の 時から 遽 に 父 を 尊敬す る 念 を 生じた。 

実際 花房の 気の 付いた 通りに、 翁の 及び難い ところ 

はこ こに 存じて いたので ある。 

花房 は 大学 を 卒業して 官吏に な つ て、 半年ば かり も 



病院で 勤めて いただろう。 それから 後 は 学校 教師に 

なって、 Laboratorium に 出入 する ばかりで、 病人 

という もの を 扱った 事が 無い。 それ だから 花房の 記憶 

に は、 いつまでも 千 住の 家で、 父の 代診 をした 時の 事 

が 残って いる。 それが 医学 をした 花房の 医者ら しい 生 

活 をした 短い 期間であった。 

わず 

その 花房の 記憶に 僅かに 残って いる 事 を 二つ 三 つ 書 

く。 一体 医者の 為め に は、 軽い 病人 も 重い 病人 も、 

贅沢 薬 を 飲む 人 も、 病気が 死活問題 にな つ ている 人 も、 

均しく これ casus である。 Casus として 取り扱つ 

て、 感動せ ずに、 冷眼に 視 ている 処に 医者の 強みが あ 



る。 しかし 花房 はそう いう 境界に は 到らずに しまった。 

花房 はま だ 病人が 人間に 見えて いるう ちに、 病人 を 扱 

わない ようになって しまった。 そして その 記憶に は 唯 

Curiosa が 残って いる。 作者が 漫然と 医者の 術語 を 

用いて、 これに Casuistica と 題す るの は、 花房の 

冤枉と する 所 かも 知れない。 

落 架 風。 花房が 父に 手伝 をしょう と 云って から、 間 

のない 時の 事であった。 丁度 新年で、 門口に 羽根 を衝 

いていた、 花房の 妹の 藤 子が、 き やっと 云って 奥の間 

へ 飛び込んで 来た。 花 月 新 誌の 新年号 を 見て いた 花房 

が、 なんだ と 問う と、 恐ろしい 顔の 病人が 来たと 云う。 



どんな 顔 かと 問えば、 只 食い 附 きそうな 顔 をして いた 

から、 二目と 見ずに 逃げて 這 入った と 云う。 そこへ 佐 

えちご 

藤と いう、 色の 白い、 髪 を 長く している、 越後 生れの 

書生が 来て 花房に 云った。 

ちょっといで おつし 

「老 先生が 一 寸 お出 下さる ようにと 仰 やい ますが」 

「そうか」 

と 云って、 花房 は 直ぐに 書生と 一 しょに 広間に 出た _ 

春慶 塗の、 楕円形 をして いる 卓の 向う に、 翁 はに こ 

にこした 顔 をして、 椅子に 倚リ 掛かって いたが、 花房 

に 「あの 病人 を 御覧」 と 云って、 顔で 方角 を 示した。 

寝 4. 口の 据えて ある あたりの 畳の 上に、 四十 余りのお 



と、 翁 は 微笑みながら、 若い 学士の 顔 を 見て 云った。 

「そうです ね。 診断 は 僕 もお 上さん に 同意し ます。 

リ ようそく か 力く だつ.？ ゆ-つ ゆ-つべ 

両側 下顎 脱臼です。 昨夜 脱臼した のなら、 直ぐに 整 

復が 出来る 見込です」 

「遣って 御覧」 

おやゆび 

花房 は 佐 藤に ガァゼ を 持って来させて、 両手の 拇指 

を 厚く 巻いて、 それ を 口に 挿し 入れて、 下顎 を 左右 二 

箇所で 押えた と 思う と、 後部 を 下へ ぐっと 押し下げた。 

手 を 緩める と、 顎 は 見事に 嵌まって しまった。 

よだれく 

二十の 涎 繰り は、 今まで 腮を 押えて いた 手拭で 涙 を 

たもと うれ 

拭いた。 お上さん も 抉から 手拭 を 出して 嬉し涙 を 拭 



-っ しろ 

している 処を、 背後へ 越させる だけの 事 だ。 学問 は 

あ リカた 

難 有い もの じ やのう」 

一枚 板。 これ は 夏の ことであった。 瓶 有 村の 百姓が 

せがれ 

来て、 悴が 一枚 板に なった から、 来て 見て 貰いたい と 

云った。 佐 藤が 色々 容態 を 問うて 見ても、 只 繰り返し 

て 一枚 板に なった というば かりで、 その外に はなん に 

も 言わない。 言う すべ を 知らないの であろう。 翁 は 聞 

いて、 丁度 暑中 休みで 帰って いた 花房に、 なんだか 分 

からない が、 余り 珍ら しい 話 だから、 往 つて 見る 気 は 

無い かと 云った。 

花房 は 別に 面白い 事が あろうと も 思わない が、 訴え 



畳まで、 bitume の 勝った 画の ように、 濃淡 種々 の 茶 

褐色に 染まって いる。 正面の 背景に なって いる、 濃い 

せんべ いぶ とん 

褐色に 光って いる 戸棚の 板戸の 前に、 煎餅布団 を 敷い 

て、 病人が 寝かして ある。 家族の 男女が 三 四 人、 

涅槃 図 を 見た ように、 それ を 取り巻い ている。 まだ 余 

リ よごれて いない、 病人の 白地の 浴衣が 真白に、 西洋 

の 古い 戦争の 油 画で、 よく 真中に かいて ある 白馬の よ 

しげき 

うに、 目 を 刺激す るば かりで、 周囲の 人物 も 皆 褐色で 

ある。 

「お 医者 様が 来て おくん なされた」 

と 誰 やらが 云った ばかりで、 起って 出迎えよう とも 



せつな 

居の 上に 上がった。 その 刹那の 事で ある。 病人 は釣リ 

上げた 鯉の ように、 煎餅布団の 上で 跳ね上がった。 

花房 は 右の 片足 を 敷居に 踏み 掛けた ままで、 はっと 

ちゆ-つちよ 

思って、 左 を 床の 上へ 運ぶ こと を 躊躇した。 

横に 三 畳の 畳 を 隔てて、 花房が 敷居に 踏み 掛けた 足 

と-つと つ 

の撞 突が、 波動 を 病人の 体に 及ぼして、 微細な 刺戟が 

けいれん いざな 

猛烈な 全身の 痙攣 を 誘 い 起した ので ある。 

家族が 皆 じっとして 据わって いて、 起って 客 を 迎え 

なかった の は、 百姓の 礼儀 を 知らない 為めば かりで は 

なかった。 

診断 は 左の 足 を 床の 上に 運ぶ 時に 附 いてし まった。 



絶えない 男の子で あるから、 病原菌の 浸入 口 は どこ だ 

か 分からなかった。 

花房 は 興味 ある casus だと 思って、 父に 頼んで こ 

の 病人の 治療 を 一人で 受け持った。 そして その 経過 を 

おか 

見に、 度々 瓶 有 村の 農家へ、 炎天 を 侵して 出掛けた。 

途中で ひどい 夕立に 逢って 困った 事 も ある。 

病人 は 恐ろしい 大量の Chloral を 飲んで 平気で い 

て、 とうとう 全快して しまった。 

生理的 腫瘍。 秋の 末で、 南向きの 広間の 前の 庭に、 

木 葉が 掃いても 掃いても 溜まる 頃であった。 丁度 土曜 

日な ので、 花房 は 泊り掛けに 父の 家へ 来て、 診察室の 



佐 藤が 窓 を 締めて 引っ込ん でから、 花房 は ゆっくり 

手 を 洗 つ て 診察室に 這 入 つ た。 

あし くし まき はんえ リ 

例の 寝台の 脚の 処に、 二十 二三の 櫛 巻の 女が、 半襟 

めいせん はんてん むなだか 

の 掛かった 銘 撰の 半纏 を 着て、 絹の はでな 前掛を 胸高 

に 締めて、 右の 手 を 畳に 衝 いて、 体を斜 にして 据わつ 

ていた。 

琥拍色 を 帯びた 円い 顔の、 目の 縁が 薄 赤い。 その 目 

でち よいと 花房 を 見て、 直ぐに 下 を 向いて しまった。 

Cliente として これに 対してい る 花房 も、 ひどく 媚の 

ある 目 だと 思 つ た。 

「寝台に 寝させましょう か」 
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